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この ｢共通の地盤｣の上で,透谷は ｢永遠の生命｣を志向し,愛山は ｢攻撃の態度を取れ｣と鼓舞するの




















文学｣の優位を主張する ｢反動の勢力｣の一つとみたことに始まる｡ 透谷は,愛山のいう ｢事業｣が,






























































ねられることはない｡ これに対して,愛山は ｢自己を侍｣まず ｢神｣に対することを ｢インスピレーショ
ン｣としていたことを見た｡



































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

























第3章 ｢透谷におけるキリスト教｣･第4章 ｢透谷の文学論とキリスト教｣･第5章 ｢｢厭世詩家と女性｣
論は,透谷とキリスト教との関わりを考察したものである｡ キリスト教が透谷の思想に対して重大な役割
を果たしたことを認めない研究者はいないが,キリスト教に深入りしなくても透谷を論ずることは可能で
あるため,透谷におけるキリスト教は以外なほど概念的な理解で済まされているのが実情である｡論者は,
透谷､のキリスト教入信に決定的な影響を与えた妻美那子の,透谷の遺族が保管していて未公開の日記や,
美那子が英語教師として勤務していた女学校の校内誌などを渉猟して,美那子の信仰の様相を調査し,そ
れと対比する形で透谷におけるキリスト教を考察した｡論者が明らかにした透谷の信仰とは,キリスト教
的な実践にほとんど関心がなく,ややもすれば神を森羅万象 ･宇宙などといい換える,汎神論的な陶酔と
いうものであって,その結論自体は,これまでにいわれてきたこととさほど変わらない｡ただ,結論を支
える資料の厚みは,従来例を見ないところと評してよい｡
以上のように,本論文が従来未紹介の資料を丹念に渉猟することによって,透谷研究の上での新見を幾
つか提示していることは疑いない｡しかし,新しい資料の発掘,まだ論じられていない問題点の発見に意
を注ぐあまり,透谷へのオーソドックスな取り組みに手薄であるという憾みがある｡ 透谷研究の幅を広げ
たことは十分認められるが,深さをどの程度掘り下げ得たかは,やや心許ない点がある｡ 透谷研究の究極
のテーマは,美しい理想を追えば追うほど,世間から ｢高踏派｣として批判され,ついには自殺に追い込
まれるという,透谷の孤立の様相を考察するところにあろう｡ 資料博捜の労を厭わない論者は旺盛な研究
意欲が,今後は深さの掠り下げに向かうことを期待したい｡
以上審査したところにより,本論文は博士 (文学)の学位論文として価値あるものと認められる｡1997
年 1月14日,調査委員3名が論文内容とそれに関連した事がらについて口頭試問を行った結果,合格と認
めた｡
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